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最近気になること

試験はどうでしたか。できたでしょうか。特に３年生、いよいよ進路決定が近づいてき

ました。限られた時間です。毎日、毎時間を大切にしましょう。時間は帰ってきません。

あしたにつながる選択になるように、自分を大切にしましょう。未来はみんなの心の中

にあります。

このところずっと気になっていることがいくつかあります。南校舎１回の男子トイレ

のすのこ（青いプラスチックの板）あそこに、いつも泥がついています。拭いても拭い

ても泥がついています。外靴でそのまますのこの上に足を置くからです。何のためにす

のこが置いてあるのかわかりますよね。ついでに履きものも揃えておくと次の人が使う

とき、気持ちがいいですよ。朝のあいさつ、相変わらず声がでません。大きな声のあい

さつって気持ちいいですよ。教室に目を通すとプリントが落ちたままになっています。

棚も整理されていないところが多いです。階段や廊下はゴミがたまったままのところが

あります。自分の家だったら、あるいは自分の部屋だったらどうでしょうか。ちょっと

したことですが、このちょっとが実は大きな違いになります。

今月の朝礼で「生活を正しましょう」「身近なところから、まじめに正していきまし

ょう」と言いました。学校生活とは、身近なところとは、このようなことを言うんだと

思います。

話をちょっと変えます。早稲田大学出身で、現在、社会人ラグビーチームヤマハ発動

機の監督をしている清宮克幸さんの話です。

「ゲームだけじゃなくて、選手たちが集団で暮らす合宿所を訪ねて愕然としたことも

あった。玄関に散らばった靴、蛍光灯が切れた廊下、乱雑に荷物が置かれた室内、

明らかに緊張感や規律が失われていました。そうしたことが戦績につながっていた

んですよ」

かつて日本一になったこともある大学ラグビー界の雄 早稲田大学が低迷していた

ころ早稲田大学立て直しのため監督を引き受けた時のチームの様子を語ったものです。

この後、早稲田大学は見事に日本一に返り咲きます。

なにかヒントになりませんか。二度と来ない北中での３年間、同じ３年間を過ごすの

なら、どこまでできるか、自分を追い込んでみませんか。自分を鍛えてみませんか。今

だからできることに全力を傾けませんか。これが私だ。これが自分なんだというものを

つくってみませんか。掛け替えのない大切な大切な 自分の一生なんだから。


